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治
タイプライタ
協議離縁の取消

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
離縁届書の記載事項証明書　１通
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東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　太郎
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サイトウ　タロウ
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東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　一郎

治
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ヤマダ　イチロウ
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会社員
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治
タイプライタ
申立人と相手方らの協議離縁を取消すとの調停・審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、申立人の父方の親族の紹介で相手方夫婦と知り合い、平成＊＊
年＊＊月＊＊日養子縁組の届出をし、親子として同居生活をしていました。
２　申立人は結婚し、相手方らと同居していましたが、申立人の妻と相手方ら
の折り合いが悪くなり不和の状態となったことから別居するようになりました
。
３　別居後に、相手方らは養子離縁を求めたが、申立人がこれを拒むと、嫌が
らせや精神的な虐待を繰り返すようになり、暴言も激しくなりました。これら
の強迫により、やむなく離縁に同意し、平成＊＊年＊＊月＊＊日協議離縁の届
出をしました。
４　その後申立人夫婦は協議離婚をしたこともあり、先にした協議離縁は強迫
によってなされたものであることから、協議離縁の取消を求めます。




